
次の管理項目や管理ポイントを例にして、

地域の病害虫や雑草の防除状況に応じたモデルをつくり

IPMに取り組みましょう。

1/21/21/21/2

昨年は？ 今年は？

定植苗は、病害虫の発生・加害のない健全苗を使用す

る。

青枯病、半身萎凋病等の予防のため、その病害に抵抗

性のある穂木、台木を利用する。

ほ場への雑草種子の持込や、雑草を発生源とする害虫

の飛び込みを押さえるため、あぜの雑草防除に努め

る。

防除効率が高くなるように、薬剤散布作業が容易にな

るように十分な通路幅をとり、音叉型整枝法など、薬

液がかかりやすい仕立て方にする。

定植 品種に応じた適切な植え付け密度とする

水田やナス科以外の作物と輪作し、土壌病害を予防す

る。

剪除した枝や摘除した病害虫被害果は、古い肥料袋な

どに入れてほ場外に持ち出し、処分する。

適切な整枝・剪定を行い、通風・採光を図る。

物理的防除

シルバーマルチ、防風ネットなどを用いて害虫の侵入

量を減らす。

生物農薬の

利用

ＢＴ剤などの微生物農薬を利用する

ほ場内に生息する土着天敵の発生を確認し、土着天敵

に影響の小さい農薬を選択する。

フレンチマリーゴールドなどの天敵温存植物を植栽す

る。

天敵の発生源ともなるソルゴーなどの障壁作物をほ場

外縁に植栽する

健全な苗の定植

ほ場の環境整備

耕種的防除

土着天敵の

保護利用

取り組みの

○×チェック

管理項目 管理ポイント



2/22/22/22/2

昨年は？ 今年は？

病害虫発生予察情報

の活用

病害虫防除所の発表する発生予察情報を確認する。

粘着トラップやフェロモントラップで害虫のモニタリ

ングを行う。

病害虫の発生状況を観察し、防除が必要と判断された

場合は確実に防除する。

化学的防除

薬剤感受性の低下を遅延させるため、異なる系統の薬

剤をローテーション散布する。

雑草の発生状況や種類などを確認し、適切な除草剤を

選ぶ。

十分な薬効が得られる範囲で最小の使用量となる最適

な散布方法を検討した上で、使用量、散布方法を決定

する。

農薬ラベルに書かれている使用基準を守る

農薬散布は、無風～微風時に飛散が少ない散布器具を

使用し、他の作物などに飛散しないよう、ノズルの向

きに注意する。

例年の病害虫・雑草の発生状況や、病害虫発生予察情

報を考慮して薬剤を選ぶ。

各作業の実施日、病害虫・雑草の発生状況、使用農薬

の種類、使用量等、栽培管理状況を記録する。

作業日誌は、おおむね３年間保管し、次作の参考にす

る。

研修会への参加

県や出荷組織、研究会などが開催する研修会に参加

し、情報収集に努める。

農薬安全使用

作業日誌の記帳

病害虫防除の

要否の判断

管理項目 管理ポイント

取り組みの
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